
特定健診受診率 45.5% 44.1% 49.0%
通知率100％
対象者9,108名中
受診者4,147名

通知率100％
対象者8,838名中
受診者3,896名

保健指導実施率 18.0% 27.2% 16.0%

通知率73.5％
・動機付け支援
対象者402名のうち289名
通知。
指導終了者79名
全件外部委託にて実施

・積極的支援
対象者120名のうち95名
通知
指導終了者15名
全件外部委託にて実施

通知率71.7％
・動機付け支援
対象者355名のうち
262名通知。

指導終了者118名
うち外部委託97名、
市保健師21名実施。

・積極的支援
対象者120名のうち79名
通知。
指導終了者11名
全件外部委託にて実施

特定健診受診率 45.5% 44.1% 49.0%
受診勧奨率100％勧奨対象
者3,000人中522名受診。
勧奨者受診率17.4％

受診勧奨率100％勧奨対象
者3,589人中205名受診。
勧奨者受診率5.7％

勧奨者受診率 32.6% 24.0% 10.0%
勧奨対象者199人中65名受
診。

勧奨対象者250人中60名受
診。

保健指導数 3名 3名 20名
利用勧奨率100％勧奨対象
者10名
中3名指導

利用勧奨率100％勧奨対象
者22名中3名指導

通知率 100.0% 100.0% 100.0% 通知件数36,733件 通知件数36,006件

普及率（数量ベース） 76.2% 80.6% 75.0% 通知件数1,217件 通知件数777件

アンケート回収率 77.4% 86.7% 80.0%
送付件数84件のうち65件
回収

送付件数30件のうち26件
回収

保健指導数値改善者数 6名

評価中
（令和２年度特定健診結

果にて評価）
5名

勧奨対象者107人中13名参
加、13名プログラム終了。保
健指導数延べ13名

勧奨対象者102人中10名参
加、9名プログラム終了。保健
指導数延べ22名

糖尿病性腎症重症化予防事業

糖尿病性腎症重症化予防のため
の保健指導プログラムに基づき

個別に保健指導する。
外部業者へ委託

糖尿病性腎症重または軽度糖尿病の被保険者へ症化
予防のための保健指導プログラムに基づき対象者を抽
出し参加勧奨を行う。受諾者に対しては、個別面談を実
施し、面談以降は電話にて保健指導を実施する。

柔道整復療養費適正化

1ヶ月当たり10日以上の施術が継
続する傾向の被保険者へ国通知
に基づく「柔道整復の施術を受け
られた方へ」のアンケート用紙を

郵送し回収する。

国保事務職１名
３月から８月までの６カ月間に１０月以上柔道整復施術
を利用した月が複数月ある被保険者に対し、受診内容
を確認するアンケートを実施する。

特定保健指導事業

特定健診の結果から動機付け支
援または積極的支援が必要とさ
れた方に対して個別に案内し指

導を実施。
動機付け支援：生活習慣改善に
自主的に取り組むための目標と
計画を立て、改善状況の確認を

する。
積極的支援：生活習慣改善に自
主的に取り組むための目標と計
画を立て、継続的な保健指導を
行うとともに、生活習慣改善をサ
ポートし、改善状況の確認をす

る。

・動機付け支援
外部委託及び市保健師７名、管理栄養士１名にて実施

・積極的支援
外部委託

動機付け支援外部委託分は集団型にて行い、他は個別
訪問にて行った。
外部委託者から電話にて参加案内を行ったが断わられ
ることが多かった。

令和元年度二本松市国民健康保険保険事業実施計画事業評価

・８月～１０月まで市内各施設にて地区割にて集団検診
を実施。
・施設検診は６月～２月まで指定医療機関にて実施。
・Ｈ28年より自己負担金は無償としている。
・集団検診については休日健診を実施している。

事業評価及び次年度改善点
事業概要

アウトカム（実施結果） アウトプット（実施状況） ストラクチャー（実施体制） プロセス（実施過程）

評価指標
平成30年度
実績値(B)

令和元年度
実施状況

令和元年度
実績値(B)

令和元年度
目標値（C）

平成30年度
実績値

令和元年度
実績値

令和元年度
実施状況

保健事業実施計画

特定健診受診勧奨事業

福島県国保連合会へ通知の作成を依頼し、年２回（７、
１月）発送する。

特定健診受診した際に検査数値
が基準値を超過しているにもか
かわらず、医療機関を受診してい
ない方へ、受診勧奨を行う。

・外部業者へ委託

特定健診を2年以上受診していな
い方へはがき及び電話にて特定

健診受診勧奨する。 ・外部業者へ委託

特定健診受診結果のうち、
・血圧（収縮期140mmHg以上,拡張期90mmHg以上）
・血糖（空腹時血糖126mg/dl以上、ＨｂＡ1ｃ6.5％以上）
・脂質（中性脂肪300ｍｇ/ｄｌ以上）を超えている被保険者
に対し、超えている項目数が多い順に選定し勧奨通知
および電話にて医療機関へ受診するよう勧奨を行う。

特定健診期間前に受診勧奨対象者へはがき及び電話
にて受診勧奨を実施。外部業者からの電話連絡を拒否
する対象者が増加してきた。

・はがき作成は外部業者へ委託。発送は国保事務職
１名。

福島県国保連合会へ通知の作成を依頼し、年６回
（5,7,9,11,1,3月）発送する。

医療費通知

医療機関等を受診した被保険者
へ医療費通知を個別に郵送す

る。

・特定健診受診率が令和元年度は
44.1％と低下した。台風１９号による豪雨
災害が発生したため後半の受診率が伸
びなかったもの。長中期目標の５５％達
成に向けて、自己負担金無償化、休日
健診の実施を継続しつつ、特定健診受
診勧奨について実施方法を見直し効果
的にアプローチできるようにしたい。

・特定保健指導については地理的な理
由での参加が難しい方や日程の都合が
つかない方へ対応するため、積極的支
援についても柔軟な対応が可能な市保
健師による保健指導を実施する。特定
健康診査健診結果説明会での声掛けも
行い実施率の向上を図る。

・特定健診受診勧奨事業については、電
話番号不明者や委託業者からの電話に
不信感を持ち応答しない対象者が増え
てきたため、電話勧奨は廃止とし、AⅠと
ソーシャルマーケティング手法を用いて
対象者をグループ分けし、対象者の傾
向に合った内容のはがきを用いて勧奨
を行う。

・受診行動適正化事業については、勧奨
通知を行ったのち保健指導を行っている
が、応諾率が低く参加人数が伸びていな
い。令和２年度からは外部委託は行わ
ず、市保健師にて実施する。その際、対
象者の抽出条件や指導方法を再検討す
る。

・糖尿病性腎症重症化予防事業につい
ては、応諾者が目標値を超えているた
め、前年同様に実施するが、現指標で
は保健指導者への指導効果が評価しに
くいため、指導実施者のＨｂＡ１ｃ数値等
のアウトカム指標の変化を評価指数とし
たい。

・健康マイレージ事業については、目標
値に届いていないが、参加者が増加傾
向にあるため周知方法について検討す
る。

受診行動適正化指導事業

同一疾病で2ヵ所以上の医療機
関に受診している方、同一医療機
関に1ヶ月に10日以上受診してい
る方、及び同一薬剤又は同様の
効能・効果を持つ薬剤を複数の
医療機関から処方されている方
へ保健指導を実施する。

・外部業者へ委託

・はがき作成は外部業者へ委託。発送は国保事務職
１名。

医療機関受診勧奨事業

ジェネリック医薬品の使
用促進

ジェネリック医薬品に切り替えるこ
とで自己負担が100円以上安くな
る被保険者へ差額通知（はがき）

を、個別に郵送する。

前年度医療機関受診情報から①３ヵ月連続で同一医療
機関への受診が同一月に１０回以上ある頻回受診者
②３ヵ月連続で同一月に２以上の医療機関から同一薬
効の薬剤の投与を受けている重複投薬者
を抽出し、個別訪問を行い、受診に関する指導や服薬
指導を行う。

特定健康診査事業

40歳以上75歳未満の国保被保険
者へ集団健診と医療機関におけ

る施設健診を実施。
・外部業者へ委託



参加者数 94名 120名 300名
通知率100％
対象者9,108名

通知率100％
対象者8,838名

・特定健診受診率が令和元年度は
44.1％と低下した。台風１９号による豪雨
災害が発生したため後半の受診率が伸
びなかったもの。長中期目標の５５％達
成に向けて、自己負担金無償化、休日
健診の実施を継続しつつ、特定健診受
診勧奨について実施方法を見直し効果
的にアプローチできるようにしたい。

・特定保健指導については地理的な理
由での参加が難しい方や日程の都合が
つかない方へ対応するため、積極的支
援についても柔軟な対応が可能な市保
健師による保健指導を実施する。特定
健康診査健診結果説明会での声掛けも
行い実施率の向上を図る。

・特定健診受診勧奨事業については、電
話番号不明者や委託業者からの電話に
不信感を持ち応答しない対象者が増え
てきたため、電話勧奨は廃止とし、AⅠと
ソーシャルマーケティング手法を用いて
対象者をグループ分けし、対象者の傾
向に合った内容のはがきを用いて勧奨
を行う。

・受診行動適正化事業については、勧奨
通知を行ったのち保健指導を行っている
が、応諾率が低く参加人数が伸びていな
い。令和２年度からは外部委託は行わ
ず、市保健師にて実施する。その際、対
象者の抽出条件や指導方法を再検討す
る。

・糖尿病性腎症重症化予防事業につい
ては、応諾者が目標値を超えているた
め、前年同様に実施するが、現指標で
は保健指導者への指導効果が評価しに
くいため、指導実施者のＨｂＡ１ｃ数値等
のアウトカム指標の変化を評価指数とし
たい。

・健康マイレージ事業については、目標
値に届いていないが、参加者が増加傾
向にあるため周知方法について検討す
る。

４０歳以上の国保被保険者のうち、６月～２月の間に６０
日の運動実施と特定健康診査の受診した者に対し、マ
イレージシートによる申請により記念品を贈呈する。マイ
レージシートは健康診査受診案内に同封して送付する。

健康マイレージ事業

４０歳以上の国保被保険者のう
ち、期間内で一定日数の運動実
施と特定健康診査の受診した者
に対し、申請により記念品を贈呈

する。

国保事務職１名
受付は３支所担当各１名


